
▼
勤
務
場
所　
市
内
の
小
・
中
学
校

▼
勤
務
時
間　
勤
務
校
の
始
業
時
刻
か
ら
終
業

時
刻
ま
で

▼
内
容　
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
な
ど

で
、
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
学
校
生
活
上
の

補
助
を
行
う

▼
時
給　

8
3
0
円
（
交
通
費
な
ど
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
）

▼
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
2
月

中
旬
～
下
旬
）

▼
申
し
込
み　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
1
月
25
日
㈮
ま
で
に
学
校
教
育

課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
指
導
担
当
☎
5
5
6
―

8
3
1
6

　
本
市
で
は
、
市
内
で
教
育
振
興
に
沿
っ
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
団
体
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
し
た
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
期
間　
2
月
1
日
㈮
～
20
日
㈬

▼
対
象　

①
学
校
教
育
関
係
（
学
校
教
育
の
充
実
、
向

上
の
た
め
の
調
査・研
究
に
関
す
る
事
業
）

②
社
会
教
育・社
会
体
育
関
係
（
社
会
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
お
よ
び
青
少
年
の
非
行
防

止
活
動
の
充
実
・
向
上
の
た
め
の
事
業
）

▼
交
付
限
度
額

①
学
校
教
育
関
係

　
【
個
人
】5
万
円【
団
体
】10
万
円

②
社
会
教
育
・
社
会
体
育
関
係

　
【
個
人
】5
万
円【
団
体
】20
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課
庶

務
担
当
☎
5
5
6
―
8
3
1
1

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
、小・

中
学
生
の
保
護
者
の
方
に
、
就
学
費
用
の
一
部

を
援
助
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

・
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

・
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
手
当
と
は
異
な
り

ま
す
）
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

・
そ
の
他
、
経
済
的
に
就
学
援
助
費
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
世
帯
な
ど

▼
援
助
内
容　
学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
、
医
療
費
な
ど
※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
各
学
校

ま
た
は
教
育
総
務
課
財
務
施
設
担
当
☎
5 

5

　
6
―
8
3
1
1

▼
対
象　
2
月
1
日
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
要
援
護
ひ
と
り
親
世
帯
で
、
4

月
に
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
へ
入
学
・
進
学

す
る
市
内
在
住
の
児
童
ま
た
は
生
徒

▼
祝
い
品　
図
書
カ
ー
ド

▼
申
請
方
法　
地
域
の
民
生
委
員
が
持
っ
て
い

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
2
月
15

日
㈮
ま
で
に
民
生
委
員
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
印
鑑
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
と
中
学

校
に
進
学
す
る
生
徒
が
い
る
世
帯
は
、
該
当

の
児
童
・
生
徒
全
員
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

　

5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
2
月
2
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
室　

▼
内
容　
鬼
の
お
面
の
制
作
、
節
分
に
ち
な
ん

だ
歌
、
ゲ
ー
ム
な
ど　

▼
対
象　
幼
児
～
大
人　

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　
同
セ
ン

タ
ー
☎
5
5
4
―

5
7
0
6

　
「
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」は
、
本

人
確
認
を
必
要
と
す
る
窓
口
な
ど
で
、
運
転
免

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
と
同
様
に
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

▼
受
付
日
時　
月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
午

後
4
時
30
分
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
受
付
場
所　
市
民
課

▼
申
請
で
き
る
方　
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
方

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

・
写
真
1
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
、
6
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
無
帽
、
正
面
、

無
背
景
の
も
の
）
※
同
課
で
写
真
撮
影
を

希
望
す
る
方
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証・

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
官
公
署
が
発
行
し
た

写
真
付
き
の
証
明
書
で
、
有
効
期
限
内
の

も
の
）

※
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
本

人
が
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
同
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
手
数
料　

5
0
0
円

▼
問
い
合
わ
せ　

　
同
課
市
民
担
当

　
（
内
線
2
4
2
・

　

2
4
3
）

新
入
学
・
進
学
祝
い
を

　
　
　
　
　
　
　贈
呈
し
ま
す

平
成
25
年
度
小
・
中
学
校
の

　補
助
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

ご
活
用
く
だ
さ
い

　就

学

援

助

費

 

ご
存
じ
で
す
か

　教
育
振
興
奨
励
金

 

ご
存
じ
で
す
か

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

ま
め
ま
き
会
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本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
行
田
市
職
員
採
用

試
験
（
第
2
次
募
集
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
・
募
集
人
数
（
予
定
）

【
土
木
技
術
職
】
若
干
名

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
試
験
日　
2
月
9
日
㈯

▼
試
験
会
場　
行
田
市
役
所

▼
申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
1
月
24
日
㈭
～
30
日
㈬
に
持
参
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
で
受
験

申
し
込
み
を
行
う
場
合
は
、
簡
易
書
留
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い【
持
参
・
郵
送
】〒
3
6
1

―
8
6
0
1 

行
田
市
本
丸
2
―
5 

行
田
市

人
事
課
※
試
験
案
内
・
申
込
書
は
1
月
9
日

㈬
か
ら
同
課
で
配
布

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
人
事
給
与
担
当
（
内
線

2
0
8
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
次
の
地
区
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

【
南
河
原
】1
月
29
日
㈫
午
後
7
時
～
8
時
30

分
・
南
河
原
公
民
館

【
忍
】1
月
27
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～
3
時
・

商
工
セ
ン
タ
ー
4
0
3
研
修
室

【
行
田
】2
月
12
日
㈫
午
後
7
時
～
8
時
30
分

 

・
商
工
セ
ン
タ
ー
4
0
3
研
修
室

▼
対
象　
該
当
地
区
在
住
の
方

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
3
1
8
）

▼
日
時　
1
月
10
日
㈭
午
後
1
時
30
分
～
3
時

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室

▼
内
容　
中
沢
卓
実
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
孤
独

死
ゼ
ロ
研
究
会
理
事
長
）
が
孤
独
死
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
定
員　
60
人

▼
参
加
費　
無
料

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
不
要　

▼
問
い
合
わ
せ　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
5 

5

　
6
―
9
3
0
1

　
暮
ら
し
の
問
題
や
心
身
の
健
康
問
題
に
つ
い

て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
解
決

策
が
見
つ
か
る
よ
う
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
日
時　
1
月
29
日
㈫
午
前
11
時
～
午
後
3
時

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室

▼
対
象　
失
業
、
倒
産
、
多
重
債
務
な
ど
で
お

困
り
の
方
。
眠
れ
な
い
、
体
調
が
優
れ
な
い

な
ど
の
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
悩
み
を
お
持

ち
の
方
。

▼
費
用　
無
料

▼
主
催　
埼
玉
県

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
1
月
15
日
㈫
～

28
日
㈪
の
月
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
5

時
に
電
話
で
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
事

務
局
「
夜
明
け
の
会
（
埼
玉
県
委
託
事
業
）」

☎
0
4
8
―
7
8
2
―
4
6
7
5

リ
ー
ダ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相

談
会 

in 

ぎ
ょ
う
だ

市
職
員
採
用
試
験

（
第
2
次
募
集
）を
実
施
し
ま
す

 

ご
参
加
く
だ
さ
い

　「
市
政
懇
談
会
」

　主に65歳以上の皆さんが、
いつまでも元気で暮らしてい
くために作成した ｢ながちか
体操｣。身体機能の低下を予
防する効果があり、気軽に取
り組める体操です。
　次のとおり、ながちか体操
の実習を行いますので、ぜひ
ご参加ください。

▶期日、場所、定員

▶時　　間 午後2時～3時30分
▶対　　象 市内在住のおおむね65歳以上の方およ

び高齢者で構成される団体（例：いきいきサロン）な
どを支援する方

▶持 ち 物 動きやすい服装、運動靴(南河原公民館
は室内用)、タオル、飲み物

▶申し込み・問い合わせ　実施日の1週間前までに、
直接または電話で高齢者福祉課地域支援担当(内線
278）

行田市オリジナル体操「ながちか（長親）体操」をやってみよう

元気はつらつ体操教室

期　　日 場　　所 定　員
2月14日㈭ 地 域 文 化 セ ン タ ー 30人
2月19日㈫ 忍・ 行 田 公 民 館 25人
2月21日㈭ 太 井 公 民 館 30人
2月26日㈫ 桜 ヶ 丘 公 民 館 30人
2月27日㈬ 南 河 原 公 民 館 30人
2月28日㈭ 佐 間 公 民 館 30人
3月 7 日㈭ 埼 玉 公 民 館 30人
3月 8 日㈮ 長 野 公 民 館 30人
3月12日㈫ 荒 木 公 民 館 20人
3月13日㈬ 北 河 原 公 民 館 20人
3月14日㈭ 星 宮 公 民 館 20人
3月21日㈭ 下 忍 公 民 館 25人

ながちかくん かいひめちゃん

『ながちか（長親）体操』キャラクター
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に

問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相

談窓口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

ノロウイルスに注意しましょう
　食中毒は夏だけではありません。例年12月中旬ご
ろをピークに「ノロウイルス」を原因とした感染性胃
腸炎などが流行するため、特に注意が必要です。
ノロウイルスはどのように感染するのか
　・感染した人が調理などをして汚染された食品から
　・加熱不十分な二枚貝などの食べ物から
　・患者のふん便や嘔

お う と
吐物から（二次感染） 

ノロウイルスの主な症状
　・吐き気、嘔

お う と
吐、下痢、腹痛、軽度の発熱、軽い風邪

ノロウイルスを原因とした食中毒の予防方法
　・生食を控え、食品の加熱は中心まで十分にする。
　・野菜や果物などは、十分に洗浄する。
　・手洗いはせっけんでしっかりと洗う（特に調理を

する際、食事の前、トイレの後）。
　・手洗い後のタオルなどは、清潔なものを使用する。
　・二次感染の予防（感染者の便、嘔吐物などを処理

するときは、使い捨て手袋やマスクを着用し、塩
素系漂白剤などでふき取り、消毒する）

もしも、症状がでたら・・・
　休養と水分をしっかり取り、早めに医療機関へ相談
してください。ウイルスを体外に出す機会を奪ってし
まう場合があるので、安易に下痢止めなどは使用しな
いようにしましょう。

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児

歯科健診、3歳児健診
　そ の 他 転入されたお子さんで、前住所地で受診

していない方は保健センターへご連絡
ください。

ＢＣＧ予防接種
　受付日時 1月21日㈪午後1時30分～2時
　対　　象 平成24年9月17日～10月11日生まれ

のお子さん
※対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ月

未満）は、この機会に受けてください。なお、ワ
クチンの準備などがありますので、事前に電話で
ご連絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）
受付日時 2月5日㈫午前9時30分～11時30分
対　　象 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
受付日時 2月5日㈫午前10時15分～10時30分
対　　象 平成24年8月15日～9月14日生まれの

お子さんがいる方

離乳食教室（中後期）（要申し込み）
受付日時 1月22日㈫午前10時15分～10時30分
対　　象 7カ月～11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談

日　　時 2月7日㈭午前10時～11時
場　　所 保健センター
内　　容 保健師・栄養士による相談
対　　象 健康について相談したい方
持 ち 物 健康手帳、健診結果

期　　日 医療機関名

１月20日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

１月27日㈰ 清幸会行田中央総合病院

２月３日㈰ 清幸会行田中央総合病院

期　　日 医療機関名

２月10日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

２月11日㈪ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院
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　あなたの「歩く」健康づくりを応援するため、「目指
せ白河！奥州街道チャレンジウォーキング」を実施し
ています。家族や仲間同士で寒い季節の健康づくりに
チャレンジしてみませんか。
実施期間 2月28日㈭まで
内　　容 旧奥州街道を歩いた気分をイメージしな

がら好きな時間に好きな場所を歩き、歩い
た時間を健康づくり支援担当(市役所内）、
各公民館、総合福祉会館「やすらぎの里」、
グリーンアリーナで配布している記録表

（マップ）に記入します。白河までゴールで
きた方の中から、抽選で50人に友好都市

「白河市特産品セット」をプレゼントします。
プレゼント応募方法　記録表を切り取り、裏面に必要

事項を記載の上、2月28日㈭（消印有効）ま
でに郵送または総合窓口案内（市役所内）、
各公共施設にある回収箱に応募してくだ
さい。※期間内であれば、1人何回でもチ
ャレンジ・応募できます。

プレゼント抽選日　 3月15日㈮
問い合わせ 保健センター健康づくり支援担当（市役所

内・内線378）

インフルエンザの予防について
●手 洗 い ウイルスは手から口、

鼻へ進入します。せっ
けんを使い手洗いをし
ましょう。アルコール
消毒も有効です。

●マ ス ク 小まめに着用しましょ
う。特に体調が変化しや
すいときは、咳が出る前
にマスクをしましょう。

●外　　出 人の多い場所は避け、
体調のすぐれないとき
は外出を控えましょう。

●体調管理 栄養バランスの取れた
食事を心掛け、睡眠を
しっかり取りましょう。

・突然高い熱が出る。
・悪寒、頭痛、関接痛、筋肉痛などの全身症状がある。
・咳、鼻水などの症状が発熱の後から現れる。
以上のような症状が出始めたときは、医療機関で受診
するようにしましょう。

血液サラサラ教室
　この教室で血液がサラサラになるポイントを学び、
毎日を健康に過ごすきっかけを作ってみませんか。

※2日間で1セット。平成24年10月に実施じた教室と
同じ内容です。

対　　象 市内在住の方
定　　員 20人（先着順）
持 ち 物 健康手帳、筆記用具※21日はエプロン、

三角巾、スリッパ
申し込み 直接または電話で保健センター

ママ・パパ教室
　楽しく友達をつくりながら、妊娠・出産・子育てに
ついて学びませんか。
期　　日 1月15日㈫・31日㈭、2月4日㈪・21日㈭

※4日間で1コース
時間・場所 保健センター・午後1時15分受け付け
　　　　　※1月31日はＶＩＶＡぎょうだ・午前9時

45分受け付け
内　　容 マタニティー・ヨガ、妊娠中と産後の生活

の話、子どもの成長と育児の話、先輩ママ
の話、調理実習、沐

もくよく
浴実習など

対　　象 妊婦さんとその家族（内容は初めて出産さ
れる方向けです。すでにお子さんがいる方
でも、人数に余裕がある場合は参加できま
す。）

持 ち 物 健康手帳、筆記用具※31日はエプロン、
三角巾、スリッパ

申し込み・問い合わせ　直接または電話で保健センター

チャレンジウォーキング

▼
報
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が
必
要
な
動
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1
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羽
か
ら
）

　
牛
、水
牛
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鶏
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、
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、
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、
ダ
チ
ョ
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、
ホ

ロ
ホ
ロ
鳥
、
七
面
鳥

▼
報
告
方
法

　
熊
谷
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は
農
政
課
で
配

布
し
て
い
る
所
定
の
報
告
書
（
同
家
畜
保
健

衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
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▼
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1
月
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午
前
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時
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午

▼
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「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
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▼
内
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認
知
症
予
防
の
た
め
の
啓
発
講
演
会

「
認
知
症
に
負
け
な
い
脳
を
つ
く
ろ
う
～
知

的
活
動
と
運
動
の
必
要
性
～
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▼
主
催　
浮
城
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

▼
後
援　
行
田
市　

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
不
要　

▼
問
い
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わ
せ　
同
連
合
会
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務
局
（
高
齢
者

福
祉
課
内
・
内
線
2
2
3
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
、飼
育
動
物（
犬
、

猫
、ウ
サ
ギ
、イ
ン
コ
な
ど
は
除
く
）の

頭
羽
数
の
報
告
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

日　　時 場　　所 内　　容
2月6日㈬

午後1時50分～
3時30分

保健センター
医師による講話「今
日からはじめる血液
サラサラ生活」

2月21日㈭
午前9時30分～

11時30分
VIVAぎょうだ

管理栄養士による調
理実習「血液サラサ
ラクッキング」

健
康
づ
く
り（
介
護
予
防
）講
演
会
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相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 1月22日㈫※次回2月26日㈫の予約は2月1
日㈮から 午前9時～午後3時

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館2階会議室 1月21日㈪、2月4日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活多重債務 市役所 1月15日㈫～2月14日㈭の月～金曜日
※2月11日㈪を除く 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所 2月13日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554―2702

不動産 市役所 1月16日㈬ 午前9時～正午
㈳埼玉県宅地建物取
引業協会北埼支部
☎562―5900

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ 1月17日㈭～2月14日㈭の木・土曜日

※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 1月15日㈫～2月12日㈫の火・金曜日 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 2月13日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内） 1月16日㈬ 午後1時30分～3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554―1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 2月3日㈰ 午前8時30分～正午 水道課
☎553―0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 1月15日㈫・22日㈫・29日㈫、2月5日㈫・12日㈫ 午後5時15分～7時

平成25・26年度
行田市物品売買等及び建築
物管理業務の競争入札参加
資格審査申請を受け付けます

平成25・26年度
行田市物品売買等及び建築
物管理業務の競争入札参加
資格審査申請を受け付けます

（1月15日～2月14日）各 種 相 談

　平成25・26年度の競争入札参加資格審査申請の
受け付けを実施します。
▶日　　時 2月1日㈮～28日㈭（土・日曜日、祝

日を除く）午前9時30分～11時30分、午後1時
30分～4時

▶受付場所 市役所B9会議室(地下1階)※郵送不可
▶受付業務　物品売買等（建設資材を含む）、建築物

管理
▶申請に係る手引き・申請書の入手方法
　　手引き・申請書は、市ホームページからダウ

ンロードできます。※契約検査課窓口での配布
は1月7日㈪から行います。

▶有効期間 平成25年6月1日～平成27年5月31日
▶そ の 他　
　・手引きを参照の上、申請書類および添付書類

を提出してください。  
　・平成25・26年度の建設工事、設計・調査・測

量、土木施設維持管理業務の受け付けは終了
しました。

▶問い合わせ 契約検査課契約担当（内線213・214）

　市内における放射線量の状況を把握、監視するために
放射線量の測定を定期的に行っています。測定値につい
ては、「市報ぎょうだ」や市ホームページ、各公民館（土・
日曜日、祝日を除く）で公表しています。
放射線量測定値（参考値）
・測定個所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル

※本市では、放射線量測定器の貸し出しを行っていま
す。事前に予約が必要となりますので、防災安全課ま
でご連絡ください。

▶問い合わせ　同課防災担当（内線 282）

測定日 測定時間 天　候 測定値
（マイクロシーベルト）

12月18日㈫
午前９時 晴れ 0.08

午後３時 曇り 0.08

放射線量の測定を行っています

市税の納付には、「安心！確実！便利」な
口座振替をご利用ください。

今 月 の 納 税

国民健康保険税・・・・・・・・・7期
介護保険料・・・・・・・・・・・7期
後期高齢者医療保険料・・・・・・7期

納期限　 1月31日㈭
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お越しください ご参加ください

第18回ごみ問題を考えるつどい

▶日　　時 2月2日㈯午後1時30分
▶場　　所　｢みらい｣文化ホール　
▶内　　容　飯田啓子さん（埼玉県環境アドバイザ

ー）による講演「環境にやさしいくら
し—ごみ問題を考える—｣　

▶定　　員 300人（先着順） 　
▶入 場 料　無料　
▶主　　催　行田市衛生協力会連合会　
▶申し込み・問い合わせ
 　 1月30日㈬までに電話またはFAXで

同会事務局（環境課内☎556―9530
【FAX】553―0792）

さきたま古墳公園の清掃活動

▶日　　時 2月9日㈯午前9時30分～10時30分ご
ろ（午前9時15分集合）※雨天中止

▶集合場所　さきたま古墳公園新レストハウス前
▶内　　容　ボランティアで愛着のある同公園の

清掃活動を行います。
　　　　　　※違反簡易広告物除却推進員による

市内主要道路の違法広告撤去作業
も一緒に行います。

▶持 ち 物　清掃用の手袋、ごみ袋　
▶主　　催　行田のまちをゴシゴシ委員会
▶問い合わせ　同委員会事務局（管理課内☎550―

1552ま た は 都 市 計 画 課 ☎550―
1550）

▶日　　時 2月8日㈮午後２時
▶場　　所 図書館ミーティングルーム
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶主　　催 おしゃべりインコの会

▶日　　時 1月19日㈯午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名 はだかの王様ほか（計46分）
▶定　　員 80人（先着順）
▶入 場 料 無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時 2月7日㈭午後１時受付開始
▶持 ち 物 母子健康手帳

・この社会で戦う君に｢知の世界地図｣をあげよう（池上彰）
・犬のココロをよむ(菊水健史、永澤美保)
・旅猫リポート(有川浩)
・０てんにかんぱい！ (宮川ひろ／作、小泉るみ子／絵)
・天才ジョニーの秘密(エレナー・アップデール／作、

こだまともこ／訳)
・おやすみなさいのおともだち(ケイト・バンクス／作、

ゲオルグ・ハレンスレーベン／絵、肥田美代子／訳)

▶日　　時 1月16日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 1月26日㈯午前11時
▶内　　容 絵本や手遊びなど
▶対　　象 幼児
▶主　　催 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 2月2日㈯午後２時
▶内　　容 絵本など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 2月9日㈯午後２時
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

ブックスタート

読み語りの会

午前9時30分～午後7時
1月1日㈫～4日㈮・7日㈪・15日㈫・21日
㈪・28日㈪・31日㈭、2月4日㈪・12日㈫

新 着 図 書

おはなし会

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください

移動図書館巡回日程

定例子ども映画会

※変更となる場合もあります

須 加 小
1 月16日㈬
2 月 6 日㈬

北河原小
1 月17日㈭
2 月 5 日㈫

太田東小 1 月18日㈮
星 宮 小 1 月22日㈫

北 小
1 月23日㈬
2 月13日㈬

桜ヶ丘小
1 月24日㈭
2 月14日㈭

南河原小 1 月25日㈮
荒 木 小 1 月30日㈬
太田西小 2 月 1 日㈮
泉 小 2 月 7 日㈭
埼 玉 小 2 月 8 日㈮
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Gyoda City Photo Studio
Gyoda City Photo Studio
Gyoda City Photo Studio

2013201320132013

一本のたすきを次のランナーへ

　11月25日、総合公園自由広場および周回コースで第56回
浮き城のまち駅伝大会が開催されました。
　3,090メートルコースに19チーム、1,150メートルコース
に67チームがエントリーした今大会。選手たちは、仲間の汗が
染み込んだ一本のたすきを1秒でも速く次のランナーにつなご
うと、必死になって走りました。どのチームも素晴らしいレース
を展開し、ゴール後は、仲間同士で健闘をたたえ合っていました。

秋の行田を駆け抜ける

　11月18日、行田市総合公園周辺周回コースで、日本学生
自転車競技連盟主催の「第7回東京六大学対抗クリテリウム大
会」および「全日本学生ＲＣＳ第8戦浮城のまち行田ラウンド」
が開催されました。
　昨年に引き続き、本市を会場に大会が行われ、全国の大学か
ら178人の学生が出場。さわやかな秋空のもと、選手たちは
ものすごいスピードで駆け抜け、白熱したレースを展開してい
ました。

冬の風物詩

　12月6日、愛宕神社周辺で行田酉の市が開催され
ました。
　今年の酉の市では特別コンサートが行われ、忍城お
もてなし甲冑隊の演舞や琵琶奏者として活躍する関川
鶴祐さんの演奏が披露されました。また、境内では縁
起物の熊手を売る露天商が立ち並び、商談成立を表す
手締めの威勢のよい掛け声があちこちで響き渡って
いました。

「自守防災」の意識を高めて

　地域防災力の要である自主防災組織を対象にした防災訓練
が行われました。今年は、市内を5ブロックに分けて行われ、11
月25日、中央小学校で忍・行田・佐間・星河地区を対象にした訓
練が実施されました。
　消防職員などから指導を受けた参加者は、屋内での応急手当
て訓練やＡＥＤ訓練をはじめ、屋外では初期消火訓練、仮設トイ
レ組み立て訓練など6種類の訓練に熱心に取り組みました。「自
分たちの地域は自分たちで守る」を合言葉に、参加者それぞれ
が防災技術や防災意識の向上を図っていました。

写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館
子育て環境ナンバーワンのまちへ

　12月3日、工藤市長が総合福祉会館「やすらぎの里」を訪れ、
子育て談話室「たんぽぽ」の参加者と子育て支援について意見交
換を行いました。
　工藤市長と直接話ができるとあって、子育て中の保護者たちは、
乳幼児健診、保育所への入所手続き、子育てに関する制度のＰＲ
方法など、日ごろから感じていることを熱心に語りました。子育て
環境ナンバーワンのまちづくりを目指す本市にとって、今回の意
見交換会はとても有意義なものとなりました。

郷土愛をはぐくむ

　11月17日、グリーンアリーナ「サブアリーナ」で第7回
彩の国21世紀郷土かるた大会が行われ、市内の小学3年
生から6年生までの児童91人が参加。身を乗り出して絵札
を取るなど、白熱した戦いが繰り広げられました。
　埼玉県の歴史や自然、偉人、特産品などを題材にした「郷
土かるた」は、埼玉のことを知るだけでなく、埼玉に誇りを
持ち、郷土愛をはぐくむきっかけになることでしょう。

命の尊さを再確認

　11月17日、長野地区内の弁天門樋ポケットパークで、
いのちを守る森づくり「第5回みんなで植樹祭」が開催さ
れました。
　市内外から約280人が参加し、横浜国立大学名誉教授
の宮脇昭さんの指導の下、アラカシなど21種類1,500本
の苗木を植樹しました。環境問題や災害対策にも有効な森
づくり。参加者は、実際に植物や土と触れ合うことで、命の
尊さを再確認していました。

光輝く幻想的な世界が出現

　今年で5回目となる「古代蓮の里イルネーション事
業」。11企業・1団体の協賛の下、高さ50メートルの古代
蓮会館展望室から吊り下げられた「タワーツリー」をは
じめ、園内各所に色鮮やかなイルミネーションが設けら
れ、幻想的な世界が出現しました。
　約10万球のＬＥＤ電球を用いた光輝く空間は、訪れ
るすべての方を魅了することでしょう。

Gyoda City Photo Studio
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子育て環境ナンバーワンのまちへ
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一本のたすきを次のランナーへ

　11月25日、総合公園自由広場および周回コースで第56回
浮き城のまち駅伝大会が開催されました。
　3,090メートルコースに19チーム、1,150メートルコース
に67チームがエントリーした今大会。選手たちは、仲間の汗が
染み込んだ一本のたすきを1秒でも速く次のランナーにつなご
うと、必死になって走りました。どのチームも素晴らしいレース
を展開し、ゴール後は、仲間同士で健闘をたたえ合っていました。

秋の行田を駆け抜ける

　11月18日、行田市総合公園周辺周回コースで、日本学生
自転車競技連盟主催の「第7回東京六大学対抗クリテリウム大
会」および「全日本学生ＲＣＳ第8戦浮城のまち行田ラウンド」
が開催されました。
　昨年に引き続き、本市を会場に大会が行われ、全国の大学か
ら178人の学生が出場。さわやかな秋空のもと、選手たちは
ものすごいスピードで駆け抜け、白熱したレースを展開してい
ました。

冬の風物詩

　12月6日、愛宕神社周辺で行田酉の市が開催され
ました。
　今年の酉の市では特別コンサートが行われ、忍城お
もてなし甲冑隊の演舞や琵琶奏者として活躍する関川
鶴祐さんの演奏が披露されました。また、境内では縁
起物の熊手を売る露天商が立ち並び、商談成立を表す
手締めの威勢のよい掛け声があちこちで響き渡って
いました。

「自守防災」の意識を高めて

　地域防災力の要である自主防災組織を対象にした防災訓練
が行われました。今年は、市内を5ブロックに分けて行われ、11
月25日、中央小学校で忍・行田・佐間・星河地区を対象にした訓
練が実施されました。
　消防職員などから指導を受けた参加者は、屋内での応急手当
て訓練やＡＥＤ訓練をはじめ、屋外では初期消火訓練、仮設トイ
レ組み立て訓練など6種類の訓練に熱心に取り組みました。「自
分たちの地域は自分たちで守る」を合言葉に、参加者それぞれ
が防災技術や防災意識の向上を図っていました。

子育て環境ナンバーワンのまちへ

　12月3日、工藤市長が総合福祉会館「やすらぎの里」を訪れ、
子育て談話室「たんぽぽ」の参加者と子育て支援について意見交
換を行いました。
　工藤市長と直接話ができるとあって、子育て中の保護者たちは、
乳幼児健診、保育所への入所手続き、子育てに関する制度のＰＲ
方法など、日ごろから感じていることを熱心に語りました。子育て
環境ナンバーワンのまちづくりを目指す本市にとって、今回の意
見交換会はとても有意義なものとなりました。

郷土愛をはぐくむ

　11月17日、グリーンアリーナ「サブアリーナ」で第7回
彩の国21世紀郷土かるた大会が行われ、市内の小学3年
生から6年生までの児童91人が参加。身を乗り出して絵札
を取るなど、白熱した戦いが繰り広げられました。
　埼玉県の歴史や自然、偉人、特産品などを題材にした「郷
土かるた」は、埼玉のことを知るだけでなく、埼玉に誇りを
持ち、郷土愛をはぐくむきっかけになることでしょう。

命の尊さを再確認

　11月17日、長野地区内の弁天門樋ポケットパークで、
いのちを守る森づくり「第5回みんなで植樹祭」が開催さ
れました。
　市内外から約280人が参加し、横浜国立大学名誉教授
の宮脇昭さんの指導の下、アラカシなど21種類1,500本
の苗木を植樹しました。環境問題や災害対策にも有効な森
づくり。参加者は、実際に植物や土と触れ合うことで、命の
尊さを再確認していました。

光輝く幻想的な世界が出現

　今年で5回目となる「古代蓮の里イルネーション事
業」。11企業・1団体の協賛の下、高さ50メートルの古代
蓮会館展望室から吊り下げられた「タワーツリー」をは
じめ、園内各所に色鮮やかなイルミネーションが設けら
れ、幻想的な世界が出現しました。
　約10万球のＬＥＤ電球を用いた光輝く空間は、訪れ
るすべての方を魅了することでしょう。
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抱
き
し
め
て

	

城
南	

千
代
田
富
子
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の
ん
び
り
つ
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瓶
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子

熟
れ
し
柿
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鳥
へ
贈
り
物
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飯
島

　素
子

足
湯
し
て
一
望
山
の
紅
葉
か
な

	

荒
木	

国
島

　初
江

右
ひ
だ
り
深
山
紅
葉
上
州
路

　
　
　
　
　（木
島

　斗
川

　監
修
）

埼
玉
の
頂
点
に
3
大
会
連
続
で

　
　
　
　
　
　
　輝
い
た
女
子
高
生
棋
士

富と
み

川か
わ

麻ま

有ゆ

さ
ん
（
16
歳
・
下
忍
）

　
今
月
は
、
第
48
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
埼

玉
県
大
会
、第
19
回
埼
玉
県
高
等
学
校
将
棋
王
位
戦
、

第
32
回
埼
玉
県
高
等
学
校
将
棋
王
将
戦
と
3
大
会
連

続
で
優
勝
を
果
た
し
た
、
県
立
大
宮
高
等
学
校
1
年

生
の
富
川
麻
有
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
将
棋
と
の
出
会
い
は
、
小
学
2
年
生
の
と
き
。
父

親
に
駒
の
動
か
し
方
や
ル
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
い
、

遊
び
感
覚
で
始
め
ま
し
た
。小
学
3
年
生
の
と
き
に
、

市
内
の
将
棋
教
室
に
週
1
回
通
う
よ
う
に
な
り
、
本

格
的
に
攻
め
方
・
守
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
さ
ら

に
、詰
将
棋
の
問
題
も
宿
題
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
と
、
今
ま
で
歯
が
立
た
な
か
っ
た
父
親
に
、
勝

て
る
ほ
ど
の
実
力
が
付
い
て
い
た
そ
う
で
す
。「
父

に
勝
て
た
と
き
か
ら
、
勝
負
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
富
川
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
将
棋
の
醍だ
い
醐ご

味み

が
分
か
り
始
め
、
小
学
5
年
生
の

と
き
に
市
内
外
の
つ
わ
も
の
が
出
場
す
る
行
田
市
少

年
少
女
将
棋
大
会
に
初
め
て
出
場
。
小
学
6
年
生
の

と
き
に
個
人
戦
3
位
、
中
学
1
年
生
の
と
き
に
準
優

勝
を
果
た
し
、
力
を
発
揮
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

実
力
が
か
つ
て
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
っ

た
小
島
一
宏
さ
ん
（
日
本
将
棋
連
盟
埼
玉
県
連
会

長
）
の
目
に
留
ま
り
、
全
国
中
学
生
選
抜
将
棋
選
手

権
埼
玉
県
大
会
に
出
場
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
翌
年
、
こ
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
結

果
は
3
位
に
終
わ
り
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。「
こ
れ
以
上
勝
て
な
い
の
か
な
」
自
分
の
実

力
に
限
界
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
一
時
将
棋
か
ら
離

れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
高
校
入
学
後
、
部
活
動
選
び
の
と
き
に
「
や
っ
ぱ

り
自
分
に
は
将
棋
し
か
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
棋

道
部
に
入
部
。
毎
日
の
対
局
の
中
で
、
今
ま
で
通
用

し
て
い
た
攻
め
方
・
守
り
方
が
通
用
し
な
く
な
っ
て

い
た
こ
と
に
将
棋
の
奥
深
さ
を
感
じ
、「
も
っ
と
向
上

し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
わ
い
て
き
た
そ
う
で
す
。

新
鮮
な
気
持
ち
で
再
び
将
棋
に
向
き
合
い
始
め
た
富

川
さ
ん
は
、
高
校
生
に
な
っ
て
初
め
て
出
場
し
た
県

大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に
出
場
。
そ
の
後
出
場

し
た
2
つ
の
県
大
会
で
も
優
勝
し
、
県
内
最
強
の
女

子
高
生
棋
士
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
「
全
国
で

は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。ま
だ
ま
だ
で
す
」
と
表
情
を
引
き
締
め
ま
す
。

　
現
在
、
2
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
新
人
大
会

に
向
け
て
、
将
棋
漬
け
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
富
川

さ
ん
。「
前
回
出
場
し
た
全
国
大
会
よ
り
、
も
っ
と

良
い
成
績
を
残
し
た
い
。
そ
し
て
高
校
を
卒
業
す
る

ま
で
に
初
段
を
取
り
た
い
」
と
笑
顔
で
目
標
を
語
り

ま
す
。
将
棋
と
い
う
勝
負
の
世
界
に
、
青
春
を
懸
け

る
彼
女
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　
で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句

「おもちつき」（アクリル画）
　　　　橋本　桃子（下忍）
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○1月4日㈮〜31日㈭に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、2月4日㈪午前11時から市役所203会議室で公開抽選を行
います。　

平成24年3月生まれの
お子さんを募集します

　
体
の
動
き
や

音
楽
、
衣
装
な

ど
で
世
界
観
を

表
現
す
る
バ
レ

エ
。
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
バ
レ
エ

に
親
し
む
こ
と

で
、
す
べ
て
の

運
動
の
基
礎
と

な
る
柔
軟
性
が

身
に
付
く
だ
け

で
な
く
、
音
感

や
リ
ズ
ム
感
、
美
的
セ
ン
ス
な
ど
の
芸
術
性
も

磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
月
紹
介
す
る
の
は
、
太
井
公
民
館
で
し
な

や
か
に
舞
う
「
子
供
バ
レ
エ
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ

ん
で
す
。
毎
週
水
曜
日
の
午
後
5
時
か
ら
9
時

ま
で
、
1
時
間
ご
と
に
年
代
別
の
レ
ッ
ス
ン
を

行
っ
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
。
現
在
所
属
し
て
い
る

22
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
長
年
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

活
躍
し
た
石
井
由
利
子
さ
ん
の
指
導
の
下
、
モ

ダ
ン
バ
レ
エ
を
土
台
に
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
創
作
ダ

ン
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
最
初
は
踊
り
を

楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め
、
い
ず
れ
は
子
供
た
ち

が
自
ら
ダ
ン
ス
を
作
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
石
井
さ
ん
。
4
月
か
ら
は
、
教

え
子
の
高
木
綾
香
さ
ん
が
講
師
を
引
き
継
ぎ
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
そ
う
で
す
。

　
普
段
の
練
習
で
は
、
長
机
を
使
っ
た
バ
ー
レ

ッ
ス
ン
や
フ
ロ
ア
で
の
ス
テ
ッ
プ
練
習
で
体
を

ほ
ぐ
し
た
後
に
、
創
作
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

「
曲
の
感
情
を
全
身
で
表
現
す
る
こ
と
」
を
心

掛
け
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
明
る
い
曲
は
と
び
き

り
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
の
び
の
び
と
、
ク
ー
ル

な
曲
で
は
キ
レ
の
あ
る
動
き
を
意
識
し
て
踊
り

ま
す
。

　
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
場
は
、
年
に
一
度

同
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
文
化
祭
で
す
。
子
供

た
ち
は
こ
の
日
の
た
め
に
、
ダ
ン
ス
の
練
習
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
手
作
り
し
た
花
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
な
ど
、
か
わ

い
く
て
お
し
ゃ
れ
な
衣
装
の
作
成
に
も
熱
が
入

っ
た
そ
う
で
す
。「
子
ど
も
が
気
軽
に
バ
レ
エ
を

楽
し
め
る
の
が
い
い
で
す
ね
」
と
保
護
者
の
皆

さ
ん
も
に
っ
こ
り
。

　
「
学
校
の
ダ
ン
ス
の
時
間
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
よ
」
と
目
を
き
ら
き
ら
と
輝

か
せ
て
自
信
い
っ
ぱ
い
に
語
る
子
供
た
ち
。
こ

の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
将
来
プ
ロ
と
し

て
活
躍
す
る
ダ
ン
サ
ー
が
現
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

▼
問
い
合
わ
せ　
相
原
☎
0
9
0
―
8
8
4
5

　
―
3
0
5
0

寺
田

　未み

詩う
た

ち
ゃ
ん（
中
里
）

父・
定
男
さ
ん　
母・
紘
子
さ
ん

平
成
24
年
1
月
25
日
生
ま
れ

「
♪
み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル
♪
」

小
山

　玲れ

奈な

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父・勝
さ
ん　
母・宏
美
さ
ん

平
成
24
年
1
月
9
日
生
ま
れ

「
お
に
い
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
♡
」

横
田

　美み

琴こ
と

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父・純
也
さ
ん　
母・眞
奈
美
さ
ん

平
成
24
年
1
月
17
日
生
ま
れ

「
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
子
に
♡
」

平
塚

　成な
る

実み

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父・智
之
さ
ん　
母・美
枝
さ
ん

平
成
24
年
1
月
23
日
生
ま
れ

「
大
切
な
宝
物
」

小
倉

　来こ

夢よ

未み

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父・優
樹
さ
ん　
母・早
紀
さ
ん

平
成
24
年
1
月
29
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
王
子
さ
ま
♡
」

小
山

玲れ

奈な 平成 24 年

1月生まれの
おともだち

子供バレエクラブ
〜輝け☆小さなダンサーたち〜
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を
楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ　
▼
参
加
無
料　
▼
持
ち
物　
汚

れ
て
も
よ
い
動
き
や
す
い
服
装
、
お

持
ち
の
方
は
双
眼
鏡
（
倍
率
7
～
8

倍
）　

▼
主
催　

み
ど
り
の
ぎ
ょ
う

だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
問　
行
田
さ

く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎
5
6
4

―
3
0
0
0

▼
日
時　
2
月
16
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
2
時
（
集
合
は
①
午
前
9
時

②
午
前
9
時
15
分
）　

▼
集
合
場
所　

①
東
武
東
上
線
武
蔵
嵐
山
駅
②
Ｊ
Ａ

埼
玉
中
央
嵐
山
農
産
物
直
売
所
（
比

企
郡
嵐
山
町
千
手
堂
6
8
6
―
1
）　

▼
対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）　
▼
費
用　

5
0
0

円
（
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
代
含
む
）　

▼
持
ち
物　
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
き

物
、
雨
具
、
原
木
を
持
ち
帰
る
袋　

▼
�　
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員

の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
集
合

場
所
、
一
般
か
協
会
会
員
か
を
記
入

の
上
、
1
月
17
日
㈭
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
〒

3
3
0
―
0
0
6
3 

さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
3
―
12
―
9 

（
公
財
）

さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
事
務

局
）。　

▼
問　

同
協
会
事
務
局
☎

0
4
8
―
8
2
4
―
3
6
6
1

▼
日
時　

2
月
24
日
㈰
午
後
2
時　

▼
場
所　
忠
次
郎
蔵　
▼
内
容　
本

市
出
身
で
真
打
ち
に
昇
進
し
た
落
語

家
、
春
風
亭
柳
城
さ
ん
の
寄
席
を

開
催　

▼
定
員　

40
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
料　
1
千
5
0
0
円　
▼
前

売
り
開
始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

1
月
16
日
㈬
か
ら
忠
次
郎
蔵
で
発
売　

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　

▼
そ
の
他　
そ
ば
券
（
６
０
０
円
相

当
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
※
イ
ベ
ン
ト
開

催
日
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。　
▼
問　

忠
次
郎
蔵
☎
5
5
6
―
9
9
8
8

▼
日
時　
1
月
18
日
㈮
正
午
～
午
後

5
時
、
19
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
3

時
45
分　
▼
場
所　
浦
和
コ
ル
ソ
7

階
コ
ル
ソ
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
高
砂
1
―
12
―
1
）　

▼
内
容　

作
業
学
習
や
専
門
学
科
で
作
成
し
た

製
品
の
展
示
と
頒
布
お
よ
び
盲
学
校

専
攻
科
の
生
徒
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ

実
演
体
験　
▼
問　
特
別
支
援
学
校

職
業
教
育
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務

局
☎
0
4
8
―
8
5
8
―
8
8
1
5

▼
日
時　

2
月
8
日
㈮
～
11
日
㈪

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

（
11
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　
▼
場
所　

「
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ　
▼
内
容　
絵
画
（
彫
刻
を
含

む
）、
工
芸
、
書
、
写
真　

▼
主
催　

行
田
市
美
術
家
協
会
、
行
田
市
教
育

委
員
会
、
㈶
行
田
市
産
業
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団　

▼
問　

行
田
市
美
術
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
産
業
文
化
会
館
内
）
☎
5
5
6
―

6
3
7
1

　
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
方
、

市
町
村
職
員
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時　
2
月
19
日
㈫
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所　
埼
玉
会
館
大
ホ
ー

ル
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3

―
1
―
4
）　

▼
内
容　

講
演
、
市

町
村
職
員
（
事
務
系
）
に
よ
る
経

験
談
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど　

▼
定

員　

1
千
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

無
料　
▼
�　
2
月
1
日
㈮
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み
※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ　

Ｎ
ａ
ｖ

ⅰ
」（http://w

w
w
.hitozukuri.

or.jp/navi/event/s-forum
.

php

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
▼
問　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連

合
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
人
材
開

発
部
市
町
村
職
員
担
当
☎
0
4
8
―

6
6
4
―
6
6
8
1

▼
期
間　

2
月
1
日
㈮
～
28
日
㈭　

▼
場
所　
市
内
の
各
店
舗
内　
▼
内

容　
お
店
の
方
が
先
生
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
を
生
か
し
た
少

人
数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
50
講
座
開

催　
▼
そ
の
他　
詳
細
は
行
田
商
工

会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照　
▼

�
・
問　

同
会
議
所
☎
5
5
6
―

4
1
1
1

▼
日
時　
1
月
20
日
㈰
午
前
9
時
※

雨
天
中
止　
▼
集
合
場
所　
さ
き
た

ま
古
墳
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
さ
き

た
ま
史
跡
の
博
物
館
側
）　

▼
内
容　

冬
鳥
の
観
察
、
郷
土
の
歴
史
と
自
然

広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

イ
ベ
ン
ト

埼
玉
県
市
町
村
職
員

採
用
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3

第
15
回
記
念
公
募

行
田
市
美
術
展

ト
ラ
ス
ト
地（
武
蔵
嵐
山
渓
谷

周
辺
樹
林
地
）の
散
策
と
シ
イ

タ
ケ
の
コ
マ
打
ち

第
2
回

　プ
ロ
か
ら
教
わ
る

街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
ま
ち
ゼ
ミ
」

第
12
回
特
別
支
援
学
校

職
業
教
育
フ
ェ
ア

第
2
回
忠
次
郎
寄
席

第
6
回
未
来
へ
残
し
た
い
行
田
の

自
然
八
景
ウ
ォ
ー
ク

～
石
田
堤
と
堀
切
橋（
忍
川
）周
辺
～
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自
衛
官
採
用
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時　
1
月
20
日
㈰
①
午
前
10
時

②
午
後
1
時　
▼
場
所　
自
衛
隊
埼

玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所　

▼
対
象　
中
学
生
～
26
歳
と
そ
の
保

護
者
な
ど　
▼
資
料
請
求
・
問　
同

事
務
所
（
〒
3
6
0
―
0
0
3
7 

熊
谷
市
筑
波
3
―
90
―
1 

国
際
ビ

ル
2
階
）
☎
5
2
2
―
4
8
5
5

▼
日
時　
1
月
21
日
㈪
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　
▼
場
所　
加
須
市

市
民
総
合
会
館
市
民
プ
ラ
ザ
か
ぞ
女

性
セ
ン
タ
ー
・
青
年
セ
ン
タ
ー
活

動
室
（
加
須
市
中
央
2
―
4
―
17
）　

▼
内
容　
当
事
者
・
家
族
同
士
で
困

り
事
・
悩
み
事
な
ど
を
自
由
に
話
し

合
う　
▼
対
象　
高
次
脳
機
能
障
害

の
あ
る
当
事
者
・
家
族
・
支
援
者　

▼
問　
地
域
で
共
に
生
き
る
ナ
ノ
谷

口
☎
0
4
8
―
9
5
6
―
2
2
2
4

▼
日
時　
2
月
3
日
㈰
午
前
9
時
～

正
午　
▼
場
所　
市
役
所
玄
関
ホ
ー

ル　
▼
内
容　
㈳
埼
玉
県
建
築
士
事

務
所
協
会
北
埼
支
部
所
属
の
建
築
士

が
、
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
（
主
に

木
造
2
階
建
て
）
に
つ
い
て
、
簡
単

な
耐
震
診
断
を
無
料
で
行
う　

▼

持
ち
物　

間
取
り
が
分
か
る
図
面

（
お
持
ち
の
方
）　
▼
主
催　
同
協
会　

▼
後
援　
行
田
市
、
行
田
市
消
防
本

部
ほ
か　
▼
そ
の
他　
住
宅
建
築
相

談
、
住
宅
防
火
相
談
も
行
う　

▼

問　
同
協
会
北
埼
支
部
☎
5
5
4
―

3
2
8
1

▼
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
1
時

～
6
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）　

▼

場
所　
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
「
住

ま
い
相
談
プ
ラ
ザ
」
内
（
Ｊ
Ｒ
大

宮
駅
コ
ン
コ
ー
ス
西
口
）　

▼
内

容　
埼
玉
県
住
ま
い
づ
く
り
協
議
会

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
委
員
会
委
員

が
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
技

術
的
な
留
意
点
、
業
者
の
選
び
方
や

契
約
の
仕
方
、
工
事
施
工
中
の
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す

る　
▼
相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面

談
（
い
ず
れ
も
要
予
約
）
☎
0
4
8

―
6
5
8
―
3
0
1
7　

▼
相
談

無
料　

▼
問　

埼
玉
県
都
市
整
備

部
住
宅
課
☎
0
4
8
―
8
3
0
―

5
5
6
2

▼
日
時　

2
月
3
日
㈰
【
1
回
目
】

午
前
11
時
【
2
回
目
】
午
後
1
時
30

分
（
雨
天
決
行
）　

▼
場
所　

行
田

八
幡
神
社　
▼
そ
の
他　
縁
日
同
時

開
催
。壇
上
か
ら
福
豆
を
ま
く
年
男・

年
女
を
募
集　
▼
問　
同
神
社
社
務

所
☎
5
5
4
―
5
9
2
6

▼
日
時　
1
月
27
日
㈰
午
後
0
時
30

分
開
演　
▼
場
所　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容　
参
加
19
団
体
の

演
奏
と
全
体
合
唱
「
風
に
の
せ
て
」　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　
行
田
市
合

唱
連
盟　
▼
後
援　
行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
文
化
団
体

連
合
会　
▼
問　
長
谷
見
☎
5
5
7

―
2
6
4
7
ま
た
は
中
野
☎
5
5
6

―
5
4
0
9

▼
日
時　
1
月
15
日
㈫
～
2
月
28
日

㈭
午
前
9
時
～
午
後
7
時　
▼
場
所　

ル
ー
ブ
ル
洋
菓
子
店
シ
ョ
ー
ル
ー
ム　

▼
内
容　
な
ん
で
も
コ
レ
ク
タ
ー
の

栗
原
喜
文
さ
ん
に
よ
る
ピ
ン
ク
・
レ

デ
ィ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催　

▼
問　
栗
原
☎
0
9
0
―
1
5
3
5

―
4
4
6
0

▼
日
時　

2
月
11
日
㈪
正
午
～
午

後
3
時
30
分　

▼
場
所　

割
烹
ふ

じ
み　

▼
対
象　

男
性
42
歳
以
上
、

女
性
38
歳
以
上　
▼
会
費　
【
男
性
】

4
千
2
0
0
円
【
女
性
】
3
千
6
0
0

円
（
会
員
は
5
0
0
円
引
き
）
※
食

事
・
飲
み
物
付
き　
▼
�
・
問　
所

定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
2
月
4
日
㈪
ま
で
に

N
P
O
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ

ー
荒
木
☎
5
5
4
―
0
1
6
2

一
般
試
験

▼
受
付
期
間　
1
月
21
日
㈪
～
2
月

12
日
㈫　
▼
試
験
日　
2
月
15
日
㈮

～
18
日
㈪
の
指
定
さ
れ
た
一
日　
▼

試
験
会
場　
埼
玉
県
内
の
指
定
す
る

場
所　
▼
応
募
資
格　
日
本
国
籍
を

有
し
、
平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
で

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性　

防
衛
省
自
衛
官

忍
城
下
節
分
祭

　
　
　
　
　豆
ま
き

第
28
回

　行
田
市
合
唱
祭

“
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
”行
田

相

　
　談

埼
玉
県
高
次
脳
機
能
障
害

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

「
地
域
相
談
会
」

募

　
　集

シ
ニ
ア
の
極
上
タ
イ
ム

日
本
料
理
で
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

埼
玉
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

専
門
相
談
窓
口

第
13
回
「
わ
が
家
の
耐
震
診

断
相
談
会
」
～
あ
な
た
の
家

は
大
丈
夫
で
す
か
～
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加
費　
1
人
2
0
0
円
（
保
険
代
な

ど
）　

▼
主
催　

行
田
市
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟　
▼
�
・
問　
2

月
17
日
㈰
ま
で
に
同
連
盟
会
長
成
田

☎
5
5
7
―
1
8
4
4
ま
た
は
☎

0
9
0
―
2
7
6
3
―
1
6
6
2

▼
日
時　

3
月
3
日
㈰
午
前
9
時　

▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼

種
目　
個
人
戦
【
男
子
】
シ
ン
グ
ル

ス
1
部
・
2
部
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ニ

ア
（
65
歳
以
上
）【
女
子
】
シ
ン
グ

ル
ス
1
部
・
2
部
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ

ニ
ア
（
65
歳
以
上
）【
中
学
生
】
男

子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
▼
参
加
費　

【
シ
ン
グ
ル
ス
（
一
般
）・
シ
ニ
ア
】

6
0
0
円
【
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
）】

一
組
8
0
0
円
【
中
学
・
高
校
生
】

5
0
0
円
※
連
盟
未
登
録
の
場
合
は

2
0
0
円
増
し　

▼
対
象　

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼
注

意　
一
般
男
女
は
2
種
目
ま
で
出
場

可
※
男
子
2
部
と
シ
ニ
ア
の
重
複
不

可　
▼
�　
2
月
13
日
㈬
午
後
7
時

ま
で
に
種
目
、
名
前
を
記
入
し
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
。【
郵
送
】

〒
3
6
1
―
0
0
1
2 

行
田
市
下

須
戸
1
3
9
5 

行
田
市
民
卓
球
大

会
受
付
事
務
局
平
塚
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

5
5
9
―
2
5
8
1　

▼
問　

同

事
務
局
平
塚
☎
5
5
9
―
3
7
1
4

▼
日
時　
1
月
26
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
3
時　
▼
場
所　
佐
間
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

大
谷
貴
子
さ

ん
（
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

前
会
長
）
に
よ
る
講
演
「
い
の
ち
み

つ
め
て
」　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田
市
佐
間
地
区
人
権
教
育
推
進
協

議
会
、
佐
間
公
民
館　
▼
問　
同
公

民
館
☎
5
5
3
―
1
4
7
8

▼
日
時　
2
月
14
日
㈭
午
後
1
時
30

分
～
4
時　
▼
場
所　
埼
玉
会
館
大

ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

3
―
1
―
4
）　

▼
内
容　

①
新
沼

岳
志
さ
ん
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
観

光
物
産
協
会
観
光
ガ
イ
ド
部
会
会

長
）
に
よ
る
講
演
「
未
来
へ
語
り
継

ぐ
陸
前
高
田
―
大
地
震
の
体
験
と
教

訓
に
つ
い
て
―
」
②
平
田
直
さ
ん

（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
地
震
予
知

研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）
に
よ
る

講
演
「
首
都
直
下
地
震
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て
―
東
日
本
大
地
震
を
受
け

た
新
し
い
考
え
方
―
」
③
防
災
関
連

企
業
・
団
体
の
展
示
ブ
ー
ス
、
地
震

に
関
す
る
資
料
の
展
示
・
説
明
、
県

職
員
に
よ
る
無
料
耐
震
診
断　

▼

定
員　

1
千
3
0
0
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他　

先
着

1
千
人
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト　
▼
問　
埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ

ナ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局
（
県
危
機

管
理
課
内
）
☎
0
4
8
―
8
3
0
―

8
1
4
1

▼
日
時　
2
月
22
日
㈮
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所　
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

4
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
（
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
桜
木
町
1
―
7
―
5
）　

▼

内
容　
井
上
愛
一
郎
さ
ん
（
富
士
通

株
式
会
社
フ
ェ
ロ
ー
）
に
よ
る
講
演

「
日
本
人
よ
、
世
界
一
の
夢
を
追
え
」

―
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、「
京
」

の
開
発
責
任
者
が
熱
く
語
る
―　
▼

定
員　

3
0
0
人　

▼
参
加
無
料　

▼
�　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
記

入
の
上
（
様
式
自
由
）、
2
月
18
日

㈪
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
㈳
埼
玉
県
経

営
者
協
会　
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
0
4
8
―

6
4
1
―
0
9
2
4　

▼
問　

も

の
つ
く
り
大
学
☎
5
6
4
―
3
8
1

9
ま
た
は
同
協
会
☎
0
4
8
―
6 

4

7
―
4
1
0
0

▼
日
時　
1
月
24
日
㈭
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―
7
―

5
）　

▼
対
象　

平
成
25
年
3
月
に

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒

業
予
定
の
方
ま
た
は
1
～
3
年
以
内

の
既
卒
の
方　

▼
そ
の
他　

履
歴

書
複
数
持
参
、
入
退
場
自
由
、
参

加
企
業
一
覧
を
来
場
者
全
員
に
配

布
、
参
加
企
業
名
は
1
月
中
旬
に
埼

玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w
.kotaikyou-

saitam
a.ne.jp/

）
へ
掲
載
予
定　

▼
問　

同
協
議
会
☎
0
4
8
―

6
4
7
―
4
1
8
5

▼
日
時　
3
月
10
日
㈰
午
前
8
時
30

分　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ　
▼
参
加
資
格　
18
歳
以
上
の
男

女
（
学
生
を
除
く
）　

▼
チ
ー
ム
編

成　
1
チ
ー
ム
5
～
8
人
※
混
合
シ

ニ
ア
の
部
、
女
子
シ
ニ
ア
の
部
に
参

加
す
る
チ
ー
ム
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

合
計
年
齢
が
1
7
0
歳
以
上　
▼
参

広告

InformationInformation 催し・募集

求
人
企
業

　合
同
面
接
会

第
6
回
行
田
市
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

行
田
市
民
卓
球
大
会

冬
季
大
会

人
権
講
演
会

「
い
の
ち
み
つ
め
て
」

埼
玉
県
地
震
対
策

セ
ミ
ナ
ー

も
の
つ
く
り
大
学

特
別
公
開
講
座

ス
ポ
ー
ツ

講

　
　座

講

　
演

　
会
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
2
月
4
日
㈪
・
12
日
㈫
・

18
日
㈪
・
25
日
㈪
（
全
4
回
）
午

後
1
時
30
分
～
4
時
30
分　

▼
場

所　

商
工
会
議
所
会
議
室　

▼
内

容　

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
「
ら
く

ら
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
の
使
い

方
を
学
ぶ　

▼
定
員　

20
人　

▼

受
講
料　

3
千
円
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
1
千
3
6
5
円
）　

▼
�　

住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
行
田
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
の
場
合
は
、
事

業
所
名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
（
様
式
自
由
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

行
田
商
工
会
議
所
※
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
。【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
6
―

0
0
5
9　

▼
問　

同
会
議
所
☎

5
5
6
―
4
1
1
1

▼
日
時　
1
月
10
日
・
17
日
、
2
月

7
日
・
21
日
の
木
曜
日
午
後
1
時

～
4
時
の
い
ず
れ
か
1
回　

▼
場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず

し
ろ　
▼
持
ち
物　
色
紙
2
～
3
枚　

▼
�
・
問　
行
田
水
墨
画
ク
ラ
ブ
代

表
田
村
☎
0
8
0
―
6
7
7
2
―

7
8
9
1

▼
日
時　
1
月
16
日
㈬
～
3
月
15
日

㈮
午
後
2
時
～
4
時
の
15
分
間
※
毎

月
第
2
・
4
月
曜
日
は
休
館
（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）　

▼
内
容　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
で
、
精
密
機
械
を
使
用
し
た
体

脂
肪
・
筋
肉
量
の
測
定
、
さ
ら
に
体

脂
肪
燃
焼
に
効
果
的
な
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
（
自
転
車
マ
シ
ン
）
の
無
料
体

験
・
施
設
見
学
会
を
開
催　
▼
対
象　

高
校
生
以
上
の
方　

▼
日
時　
1
月
17
日
～
2
月
28
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
6
回
）
午
後
2
時

45
分
～
3
時
45
分
※
2
月
14
日
を
除

く　
▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

研
修
室　
▼
内
容　
初
心
者
の
方
で

も
簡
単
に
行
え
る
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
身
体
の
ゆ
が
み
を
解
消
し
、
健

康
な
体
づ
く
り
を
目
指
す　
▼
定
員　

各
回
40
人
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料　

1
回
5
0
0
円　
▼
持
ち
物　
運
動

が
で
き
る
服
装　
▼
そ
の
他　
小
さ

い
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
受
講
は
不

可　
▼
�　
各
開
催
日
の
開
始
時
間

ま
で
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
に

て
受
け
付
け
（
当
日
の
み
）

▼
日
時　
2
月
3
日
㈰
午
後
1
時
～

3
時　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容　
鉢
植
え
を
置
く

ス
ペ
ー
ス
が
無
い
場
所
で
も
、
壁
を

利
用
し
た
空
間
装
飾
と
し
て
楽
し
め

る
、
寄
せ
植
え
と
は
ひ
と
味
違
っ
た

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
基
本
を

学
ぶ　

▼
講
師　

染
谷
孝
子
さ
ん

（
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
協

会
認
定
ハ
ン
ギ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
）
ほ

か　

▼
対
象　

小
学
5
年
生
以
上

の
方　

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
3
千
5
0
0
円
（
保
険

料
・
材
料
代
）　

▼
�　

1
月
19
日

㈯
午
後
2
時
～
27
日
㈰
に
同
館
窓
口

に
て
受
け
付
け
。

	 《住民基本台帳人口》
行田市の人口と世帯	 人口85,919人　男42,762人　女43,157人　世帯数33,553世帯
（平成24年12月1日現在）	 11月中の異動　出生50人　転入等146人　死亡67人　転出等202人29

広告

InformationInformation 催し・募集

行
田
水
墨
画
ク
ラ
ブ

無
料
体
験
学
習

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

無
料
体
験
・
見
学
会

骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室

マ
ス
タ
ー
と
作
る

お
し
ゃ
れ
な
ハ
ン
ギ
ン
グ

教

　
　室

申し込み・問い合わせ
産業文化会館

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

㈶行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

グリーンアリーナ　アルバイト・パートスタッフグリーンアリーナ　アルバイト・パートスタッフ
職　　種 勤　務　時　間 募集人数・対象 時　給 申し込み・問い合わせ

グリーンアリーナ
窓口受付・施設管
理スタッフ

【月～金曜日】
午後5時30分～9時30分

【土・日曜日、祝日】
午前8時30分～午後9時30分
のうち４～８時間程度
※週３日程度のローテーショ

ン勤務

若干名
※18歳以上59歳以下

の方
※試用期間（2カ月間）

あり

800円
※試用期間

は780円

履歴書（写真貼付）を持参の
上、1月21日㈪までにグリー
ンアリーナ窓口。
※選考方法は面接試験

グリーンアリーナ
☎553―3377
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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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特集　スペシャル対談
映画｢のぼうの城｣の魅力に迫る

1
JAN.2013

1
JAN.2013

No.799

P.3

年頭のごあいさつ P.2

将 軍 山 古 墳将 軍 山 古 墳
しょう ぐん やま こ ふんしょう ぐん やま こ ふん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　将
しょう

軍
ぐん

山
やま

古
こ

墳
ふん

は、さきたま古
こ

墳
ふん

公
こう

園
えん

内
ない

にある全
ぜん

長
ちょう

90メート

ルの前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

で、６世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に築
きず

かれたものなんだ。古
こ

墳
ふん

の頂
ちょう

上
じょう

部
ぶ

と中
ちゅう

段
だん

には、いろいろな形
かたち

の筒
つつ

状
じょう

の埴
はに

輪
わ

（円
えん

筒
とう

埴
は

輪
にわ

）が並
なら

んでいるよ。

　でも、一
いち

番
ばん

の特
とく

徴
ちょう

は古
こ

墳
ふん

の中
なか

が展
てん

示
じ

館
かん

となっていること

で、馬
ば

具
ぐ

などの副
ふく

葬
そう

品
ひん

や埋
まい

葬
そう

時
じ

の様
よう

子
す

などが展
てん

示
じ

されている

んだ。古
こ

墳
ふん

の中
なか

が展
てん

示
じ

館
かん

になっているのは、全
ぜん

国
こく

でも将
しょう

軍
ぐん

山
やま

古
こ

墳
ふん

だけなんだって。もちろん、フラべぇは知
し

っていたよね。

　 丸墓山古墳頂上から見た日の出の様子。新年の初日の出を見
る場所として、いかがでしょうか。
　今年も、市民の皆さんに親しまれる広報紙を作成していきま
すので、よろしくお願いいたします。

　

江
戸
時
代
、
日
光
館
林
道
と
共
に
、
忍
城
へ
通
じ

る
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
の
が
、
熊
谷
か
ら
行
田
に
通

じ
る
熊
谷
行
田
道
で
し
た
。
熊
谷
行
田
道
は
、
持
田

の
菅
谷
八
幡
神
社
の
脇
か
ら
行
田
市
域
に
入
り
、
田

山
花
袋
の
小
説
「
田
舎
教
師
」
に
も
登
場
す
る
城
西

の
「
満
る
岡
」
前
か
ら
、
現
在
の
国
道
1
2
5
号
と

同
じ
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
、
忍
城
の
持
田
口
に
通
じ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
沿
線
は
江
戸
時
代
、
持
田
村
の
村
域
で
、
18

世
紀
末
ご
ろ
に
記
さ
れ
た
「
武
蔵
志
」
に
は
、“
民た

み

真ま

土つ
ち

ニ
軒の

き

ヲ
連つ

ら

ネ
住じ

ゅ
う
ス
”
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
沿
線
は
市
街
地
化
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
持
田

村
は
忍
城
付
持
田
組
の
割わ

り

役や
く

村む
ら

だ
っ
た
の
で
、
城
内

へ
の
伝て

ん

馬ま

の
取
り
次
ぎ
、
城
の
堀
の
藻
刈
り
、
城
や

家
中
へ
の
米
の
仕
送
り
請
け
払
い
、
組
下
村
々
へ
の

書
状
の
伝
達
、
城
内
お
よ
び
城

近
辺
の
火
消
し
な
ど
へ
の
人
足

負
担
が
課
さ
れ
て
お
り
、
忍
城

と
の
か
か
わ
り
が
と
て
も
強
い

村
で
し
た
。

　

熊
谷
行
田
道
の
終
点
は
、
現

在
の
城
西
交
差
点
付
近
に
あ
っ

た
持
田
口
で
し
た
。
こ
こ
に
持

田
口
門
が
設
け
ら
れ
、
二
重
の

曲く
る

輪わ

と
二
重
の
堀
で
守
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
持
田
口
門
を
く
ぐ

る
と
、
忍
城
内
に
入
る
の
で
、

堀
に
掛
か
る
二
重
の
橋
で
、
門

の
存
在
が
城
外
か
ら
見
え
な
い

忍
城
物
語

江
戸
時
代
の
忍
城
を
歩
く
2

　西か
ら
城
内
へ

行田

歴
史
系
譜
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よ
う
に
隠
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
成
田
記
」
に
は
、
石
田
三
成
率
い
る
豊
臣
軍
が

忍
城
を
攻
め
た
と
き
、
真さ

な

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き

・
幸ゆ

き

村む
ら

軍
と
、
甲

斐
姫
率
い
る
城
方
と
の
攻
防
戦
が
行
わ
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。「
成
田
記
」
は
、
忍
城
攻
防
戦
か
ら

二
百
年
以
上
も
後
に
記
さ
れ
た
軍
記
物
で
あ
り
、
史

実
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
で
す
が
、
持
田
口
が
忍
城

の
西
の
守
り
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
持
田
口
門

に
は
門
番
が
在
中
し
、
厳
重
に
警
護
さ
れ
、
武
士
以

外
の
出
入
り
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
持
田
口
門

か
ら
城
内
に
入
っ
た
、
現
在
の
城
西
1
～
3
丁
目
付

近
に
は
武
家
屋
敷
が
軒
を
連
ね
、
江
戸
時
代
後
期
に

は
、
門
外
の
熊
谷
行
田
道
沿
線
に
も
武
家
屋
敷
が
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
武
家
屋
敷

街
南
側
の
大
宮
神
社
の
前
に
は
大

宮
口
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
東
に
進

ん
だ
突
き
当
た
り
に
東
照
宮
、
金

剛
寺
、
藩
校
「
進し

ん

脩し
ゅ
う

館か
ん

」
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
、
東
照
宮
は
移

さ
れ
、
武
家
屋
敷
も
ほ
と
ん
ど
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
進
脩

館
」
の
門
と
伝
え
ら
れ
る
武
家
屋

敷
の
門
が
、
忍
城
跡
に
移
築
・
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

伝進脩館門


